




要約 

平成元年度は、予防活動の機能をもつ病院の、地域保健活動部の検診活動や地域との連携

について報告した。家族構成や子育てに関する意識が変化している中で、今回は家族構成

員の重要な柱である父親自身に焦点をあてた。乳幼児検診や子育てを、父親がどのように

意識しているか調査した。 

職業による父親の在宅時間の長さが 5才以下の乳幼児の育児にどのようにかかわっている

のかアンケート調査をした結果、会社に勤務する父親に比べて農業の父親は在宅時間が長

いため、日常、子どもと一緒に遊んだり食事や入浴を共にするなどの触れ合いが多い傾向

にあるが、休日は会社員の父親は農業の父親より子どもとの接触時間が多くなる。乳幼児

検診の結果への関心度は、農業、会社員共に差はないが、15%は関心がないとしている。 


